








































｢日本帝国主義研究の-視角｣ 『人民の歴史学』 6号, 1968年
｢大正デモクラシー思想発展の諸段階｣ 『信州大学教養部紀割- 4号了19プo
午































宮本盛太郎著『日本人のイギリス観』 『日本史研究』 299号, 1987年7月
号
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｢大正デモタラシT｣ 『日本書籍教室の窓』 254号, 1982年
『日本大百科全書』小学館, 1984年
浮田和民,交誼社,1.小日本主義卜富岡日記　日本イデオロギー論
『大百科事典』平凡社, 1984年
浮田和民,茅原華山,酒井雄三郎,下村湖人　白柳秀湖
｢思想史｣ 『日本における歴史学の発達と現状　Ⅵ』山川出版社吾198L5年t
『朝日人物事典』朝日新聞社, 1990年_　,　　　　　'
植原悦次郎,尾崎行雄,佐々木安五郎,佐々弘雄,北吟吉,岡田良平,室
伏高信∴永井柳太郎,杉山茂丸
『血盟団事件』解説, 『今村訴訟記録第16巻血盟団事件(七)』専修大学出
版局, 1992年
『岩波日本史辞典』 ､岩波書店, 1999年
犬養毅,今井嘉幸,尾崎行雄,革新倶楽部,加藤高明,加藤高明内閣,加
栗沢幸二教授　履歴･業績　　7
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藤友三郎,加藤友三郎内閣,宮中某重大事件,清浦杢吾,清浦内閣,
軍備縮小同志会,研究会,憲政会,憲政の常道,憲政擁護運動,国民
同盟,シーメンス事件,大正,大正政変,大正デモクラシー,大正天
皇,高橋内閣,田川大吾郎,寺内内閣,寺内正毅,床次竹二郎,虎の
門事件,永井柳太郎,花井卓蔵,原敬,原敬日記,原内閣,普選運動,
普通選挙期成同盟,松田正久,武藤山治,山本権兵衛,山本内閣,横
田千之助
『日本歴史大事典』小学館, 2000年
浮田和民,交言句社,交誼雑誌,小日本主義,今井嘉幸,民本主義,吉野作
造
｢大東亜共栄圏の思想｣ 『日本文化史ハンドブック』東京堂出版, 2002年
｢新井報告の特質とその課題｣ 『歴史におけるデモクラシーと集会』専修大
学出版局, 2003年
『日本史文献事典』弘文堂, 2003年
浮田和民著『倫理的帝国主義』,栄沢幸二著『大正デモクラシー期の政治
思想』,栄沢幸二著『大正デモクラシー期の教員の思想』の解題｡
